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気候変動危機 
何もしなければ、 

2100 年の最悪予測 

・気温 5.7℃上昇 

・海面 101cm 上昇 
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企業が持続可能な発展をするために、地球環境と調和した経営を行う 

「自分だけがよければという時代」は終わった 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所 外務省 Web 

 

SDGs（持続可能な開発目標） 

17 の目標と 169 のターゲット（2015 年国連） 

 

2030 年までの「改善」ではなく 

「変革」を求めている、「変革」とは

「あるべき姿」を示すこと 
 

３つの要素（誰でもやっている） 

・環境をなくして、経済も社会もない 

・経済を通じて新しい価値を生む 

・社会的包摂、誰一人取り残さない 

 

 

持続可能な社会に向けた取り組み(EMS) 
PDCA 構造を持つマネジメントシステムで 
継続的改善（一人ひとり稼ぐ組織） 

SDGs に取り組まないリスク 
・経営者の認知度 88.4％（取組中 60％） 
 2020 年日本能率協会調査） 
・SDGs が投資条件となりつつある 
・学生が自分ごととして捉えている 

・ 
。 
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１．組織の概要  
 

事業所名 株式会社エスケー精工 

代表者名 山田夏江 

事業所の所在地 長野県上田市塩川 630-11 

事業内容 金属加工品の製造 

半導体製造装置、医療機器、自動車、液晶など、幅広い業界においての製造ライ

ン等の精密部品を切削加工している。 

設立、資本金 設立 2000 年 10 月  資本金 1,000 万円 

ISO14001 

・対象 

・管理責任者 

・連絡先 

 

・適用範囲 本社・工場 全組織・全活動 

・管理責任者 山田夏江 

・連絡先 TEL 0268-36-0022  FAX 0268-36-0033 

 

２．事業の概要 
規模

項目・年度 2019年 2021年 2022年

人員 26人 24 22

総面積 6227.08㎡ 8778.7㎡ 8778.7㎡  
                                 

 

 

 

 

 

 

 

３. マテリアルバランス 

 

＜エネルギー使用量＞ ＜生産量＞

電力量 kWh 404,808  製品 -            

ガソリン ℓ 13,956    再生利用 ㎏ 330        

軽油 ℓ 3,409      

灯油 ℓ 802        ＜環境負荷＞

ガス ㎥ 878        CO2排出量 ㎏ 236,136  

A重油 ℓ -            総排水量 ㎥ 1,364      

一般廃棄物 ㎏ 0

＜物質他 使用量＞ 一般特管 ㎏ 0

原材料 -            産業廃棄物 ㎏ -            

水使用量 ㎥ 1,364      産廃特管 ㎏ 0

化学物資 ㎏ 14             化学物資 ㎏ 14          

2021年度

 マテリアルバランス
インプット アウトプット

＜事業活動＞

・工程設計プロセス

・製造プロセス

・購買プロセス

グリーン購入 件数 5

 

※重油は使用していない。一般特管、産廃特管はない。 

当年（2021年度）　二酸化炭素排出量割合

電力量：80.9%

ガソリン：13.7%

軽油：3.7%
灯油：0.8%

ガス：0.8%

A重油：0.0%
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４．環境経営方針 
 

◆経営理念 
  ・お客様に喜びと満足を与え続け、働き甲斐のある職場作りと社員の幸福を目指します。 

  ・恵まれた自然環境に感謝し、環境保全と企業経営の共生を図る為、環境を重視した「ムダ」取りに取組みます。 

  ・上記を果たすのに必要不可欠である事業の継続は当社の社会的責任と考え、「事業継続計画」を策定し、 

   全社員の認識を深めるとともに、具体的に実践を行います。 

 

◆環境方針 
 

『人と自然との調和を大切に。地域社会と利害関係者とのふれあいを図り、環境

問題に積極的に取組み、社会に貢献できる企業を目指す』 

 

  ・環境保全活動を推進させるためのシステムを確立し、継続的改善を図る為、達成可能な環境目標を設定し、 

   定期的な見直し実施します。 

 

  ・操業活動における環境関連法規及びその他の要求事項を順守し、定期的な見直しを実施します。 

 

  ・環境配慮の創業活動を行い、産業廃棄物の削減、リサイクルの促進、「ゼロカーボン」を目指して電力の改善等

に取組み、環境汚染の予防に努めます。 

 

  ・企業及び個人の環境意識の向上に努め、積極的に地域の環境活動に参加・支援し地域住民との交流を  

図ります。 

 

  ・全社員に対して、環境方針及び環境マネジメントシステムに対する教育・広報を行い、環境に対する理解と意識

の向上を図ります。 

 

 

 

 

 

2020 年 1 月「長野県 SDGs 推進企業」登録 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2022年8月1日

株式会社エスケー精工

代表取締役　山田夏江



                                            5 

  環境経営で顧客価値（安心と信頼の提供）の追求 

 スパイラルアップで「一人ひとり稼ぐ組織」を目指す 

５．「わが社のＳＤＧｓ」と戦略対応 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 
 

 
 
  
 事業継続計画（BCP）フロー 

【表 100】 事業継続計画（ＢＣＰ）フロー 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

７エネルギー 
・PDCA によるエ
ネルギーの効率追
求、持続可能なエネ
ルギーへのアクセス 

４教育 
必要な知識及び技
能の取得仲間づく
りと生涯学習 

10 不平等 
小規模企業のユニーク
性を生かした成長のチ
ャンス 

11 都市 
地域活動で安全か
つ強靭な持続可能
な都市づくり 

13 気候変動 
ＥＭＳによる大幅
CO2削減 
緩和策・適応策、付
加価値等教育人的能
力向上 

８成長・雇用 
雇用と働き甲斐、環境負荷、
生産性雄継続的改善で高いレ
ベルの生産性 

12 生産・消費 
月次で付加価値と CO2

のパフォーマンス評価で
持続可能な生産形態 

社会的包摂 

環境保全 

経済開発 

17 実施手段 
環境関連団体とのパートナ
シップ公間とのパートナシ
ップ 

 変革を目指す 

 

 

 

 

地球温暖化→二酸化炭素削減→自然エネ活用と省エネ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ｔ 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.5 廃棄物 
・廃棄物の大幅削減 

 

 

 

同時解決 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操業度 
 

100% 
 
 
 
 

80% 
 
 
 
 
 
 

50% 
 
 
 

30% 
 
 
 
 

10% 
 

0% 
 

                 0  3 日      10 日     1 ｹ月     3 ｹ月  6 ｹ月～1 年 

事前準備 

防災計画 

1.緊急連絡網 

2.情報の収集 

と提供 

3.応急救護 

・初期活動 

4.災害予防 

訓練・教育 

④BCP 完全復旧計画実施 

（80％～100％） 

・完全復旧【3～6 ヶ月】 

 

 

③BCP 暫定回復計画実施 

(30～50％) 

・復旧目標【10 日～1 ヶ月】 

 

 

 

BCP の運用管理 

1.ビジネスインパクト分析 

2.事業継続（BCP）教育 

3.BCP の見直し手順. 

緊
急
事
態 

①BCP 戦略の決定 

1.被害状況確認 

2.対策本部設置 

3.緊急対応決定 

・事業継続方針 

・事業復旧方針 

4.BCP 計画の発動 

 

②BCP 緊急計画実施(10％) 

1.緊急対応目標【3 日】 

2.代替手段運用 

 

 

「事業継続力強化計画」認定 

 2019 年  
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６．建物施設配置図 

トイレ・手洗場

変電設備

コンプレッサー

資材置場

有価物置場

産業廃棄物置場

危険物少量貯蔵庫雨水排水経路

下水排水経路

用水路

道路

第1工場

第2工場

第3工場

第
4
工

場

第5工場

1F：工場

1F：事務所

2F：物置

本社

検査

梱包・出荷

川

1F：工場

2F：物置

2F：食堂

 

７．環境経営目標達成の実施体制 

実施体制及び役割と権限

代表取締役　　

統合ISO・EA21統合管理責任者

・品質/環境方針決定 ・組織目標作成 ・組織課題作成、見直し

・総合マニュアル/環境レポート承認 ・ISO/EA21全体の有効性評価、見直し、改善を指示

・ISO/EA21運用に必要な経営資源提供 ・法規制特定と遵守 ・環境負荷、取組状況の把握と評価

各部門責任者 ・システム構築、運用、見直し

・環境方針の周知 ・手順の確立

・部内の統括、部下の育成 ・目標、計画の取りまとめ、

・クレーム処理 　代表者への実施状況報告

・緊急事態の想定と訓練、教育の計画と実施 ・環境レポート策定

・職場目標、計画の策定と評価、改善活動

・各ｸﾞﾙｰﾌﾟによる環境負荷の低減、生産性向上の改善活動の指揮

全従業員

・方針、目標の理解と地域に迷惑を掛けない（環境保全）自律的行動

・職場目標に取組み、環境負荷軽減と生産性向上に積極的に参加

総務部　・　業務部　・　製造部　・　検査部 ISO/EA21事務局
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 目標管理（ＰＤＣＡ） 
 
 
 
 
 

課題（リスク）とチャンス（機
会） 
に基づく方針、目標の作成 

８．環境経営目標の設定、実績と評価 当年予測値と次年度目標 
 

 

「よい会社」を目指した目標管理（PDCA）の進め方❶～❹ 
 
                                      総合評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準年実績、当年目標・実績（環境レポート作成年）及び中長期目標 
※Co2 換算係数 中部電力 2017 年度 0.472 ㎏/kWh 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連法規 
・環境関連法規 

経営者の想いによる経営計画 
・経営理念、ビジョンの表明 
 

課題（リスク）とチャンス（機
会） 
・内部から見た課題とチャンス 
・外部から見た課題とチャンス 
 
＜戦略的方向付け方針作成＞ 
環境経営方針、品質方針 

＜現状把握＞ 
・環境負荷の自己チェック 
・環境取組の自己チェック 
 
・不良分析 
・生産性ムダ分析 
 
 
 
 

組織の総合目標の作成 
総合評価 
・生産性 付加価値/人 
・環境  CO2削減、光熱費 
 
個別目標作成 
・環境負荷削減目標 
・不良削減目標 
・生産性・ムダ取り目標 

月次で計画を達成したか 

月次でパフォーマンス評価
表 

 

代表者による全体評価と見直 
４半期・年度でパフォーマンス評
価 
 
・戦略的方向性が期待通りか 
・総合評価 
 生産性 付加価値/人 
 環境  CO2、光熱費 
 
＜一人ひとり稼ぐ組織を目指す＞ 
  継続的改善 
・総合評価は期待通りか？ 
・方針からずれていないか？ 
・実施体制は有効だったか？ 
・チームで PDCA 回せたか？ 
・リスクから緊急事態の検討？ 
・法規制を遵守したか？ 

 

実行計画の作成 
・チームで改善 
・対話重視（WS） 

 

 

 

 
 

 

P 

Ｄ 

Ｃ 

Ａ 

1
] 

２
] 

３
] 

４
] 

基準年実績 当年目標 当年実績 目標対比 次年目標 次年予測 目標対比 目標

2019年度 2023年度

(2018/10~2019/9) （2022/10～2023/9）

CO2排出量 ㎏-CO2 316,856            300,000 236,136 〇 240,000 265,426 × 257,463              

CO2/売上高
㎏-CO2

/百万円
418                   400         637         × 600         642         × 623                      

光熱費 千円 15,908              15,000   10,037   〇 15,000   12,688   〇 12,307                

電力量 kWh 564,687            600,000 404,808 〇 500,000 470,027 〇 455,926              

ガソリン ℓ 15,411              15,000   13,956   〇 15,000   13,822   〇 13,407                

軽油 ℓ 4,220                5,000     3,409     〇 5,000     3,138     〇 3,044                  

総排水量 ㎥ 1,257                1,500     1,364     〇 1,400     1,197     〇 1,161                  

一般廃棄物 ㎏ -                        -             -             -             -             0

産業廃棄物 ㎏ 4,600                4,000     0 〇 3,000     2,000     〇 1,940                  

客先クレーム 件 10 0 9 × 0 0 〇 0

環境経営（環境評価）

項目 単位
2021年度

(2020/10~2021/9)

2022年度

(2021/10~2022/9)
実績評価 予測評価
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９．環境経営目標・計画の評価と次年度環境経営への取組計画概要 
          評価基準 〇100％達成 △95％達成 ✖95％以下 
 
分類 

 
環境目標項目 
本来改善項目 

    経営環境への取組の活動（環境活動レポート作成
年） 

 次年度環境への取組の計画 

    2020 年 10 月～2021 年 9 月   2021 年 10 月～2022 年 9 月 
評
価 

当年度計画 評価コメント 次年度計画 担当者 

 
 
 
二 
酸 
化 
炭 
素 
削 
減 

総 CO2 排出量削減 
(kg-Co2) 

〇 使用電力削減 
 

・達成できたが、猛暑
などの影響により、エア
コンの使用頻度が高く
なっている。 

電力の省エネを重視する 社長 

電力削減 
 
 

〇 
 

・こまめな消灯 
・蛍光灯を LED 化 
・エアコンの温度設定を 
 夏 28℃  冬 20℃  

・達成 
 
 

・こまめな消灯の徹底 
・エアコン温度設定を引続き 
・服装での温度調整  

Gr 長 

ガソリン 〇 ・エコドライブ 
・配送ルートの効率化 

・配送の回数を減らし
たため達成 

・運行記録 業務部 
 

軽油 〇 ・エコドライブ 
・配送ルートの効率化 

・配送回数を減らした
ため達成 

・運行記録 業務部 

 
 
 
廃 
棄 
物 
削 
減 

一般廃棄物削減 〇 ・両面コピーの徹底（表
示） 
・３Ｒに注意する 
・分別の徹底 

・一般廃棄物ゼロ ・手順書等のペーパーレス化 社長 

産業廃棄物削減 〇 ・分別の徹底 
・３Ｒに注意する 

・産業廃棄物なし  ・産廃のゴミの分別  社長 

水使用量 〇 ・各自が節水に注意 
 

・達成 ・各自節水に努める 
・水道使用量削減 

社長 

端材、屑の有効活用 〇 ・パッキンや付属品の活用 ・ほぼ 100％リサイクル
できている 

・端材、屑の有効活用 社長 

グリーン購入 〇 ・積極的に進める 
 

・針を使わないホッチキ
ス 
・環境紙 

グリーン調達の推進 製造 
部長 

環 
境 
負 
荷 
削 
減 
支 
援 
業 
務 

環境関連法令の遵守 〇 ・年 1 回最新情報の収集 
・遵守状況を評価する 

・最新情報を確認した
が問題なし 

・環境関連法の整理確認 
・関係機関に確認 

社長 

環境教育 △ ・昼礼で ISO の理解を深
める 
・年 1 回勉強会 
・年 1 回工場周辺の清掃  

・コロナ対策で集まる事
を極力少なくしたため、
昼礼で理解を深める
事ができなかった 
・勉強会と周辺の清掃
は時間をかけて行えた 

・1 年に１回環境教育 ISO 
事務局 

緊急事態想定し対策
訓練を行う 

× ・年 1 回 防災訓練  ・コロナ対策の為、緊
急事態発生時の連絡
手段のみ確認した 

・年１回防災訓練 社長 

生 

産 

性 

クレームゼロ × ・クレームゼロ ・基準年に比べ、減っ
てはいるが、ゼロにはな
らなかった 
 

・各部署で目標管理の上、ク
レームゼロを目指す。 

各Ｇｒ 

（注）本来業務（日常業務）と統合しているため、８．環境経営目標以外の本来業務改善項目が含まれています。 
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10．主な環境関連法規の遵守状況の評価、並びに違反、訴訟の有無 
 遵守の評価 2022 年 7 月 14 日  承認者：山田夏江       

環境関連法規 遵守事項 評価 責任者 

廃棄物の処理及び清
掃に関する法律 

・適正処理の徹底 
・契約書、マニュフェスト、帳簿の記載、報告 
・水銀に関する廃棄物の適正管理 

 
〇 

 
山田夏江 

フロン排出抑制法 ・フロン使用機器の点検、漏洩防止、点検記録の保持 〇  山田夏江 

労働安全衛生法 ・有資格者、危険物、健康診断 〇 山田夏江 

消防法 ・少量危険物の貯蔵届出 
・火災予防、防火管理責任者届出 
・危険物保管、指定数以上の保管禁止 

 
〇 

  
 山田夏江 

省エネ法 ・省エネの努力義務 〇  山田夏江 

グリーン購入法 ・物品購入時、出来る限り環境物品を選択 〇  山田夏江 

資源有効利用促進法 ・原材料の使用の合理化 
・再生資源及び再生部品の利用 
・使用済み物品等の再生資源としての利用促進 

 
〇 

 
 山田夏江 

家電リサイクル法 ・小売業者の求めに応じ、料金を支払い、リサイクルを行う 〇 
 

 山田夏江 

 ※管理責任者による遵守状況の評価の結果、環境法規制等の逸脱はありません。 

地域及び当年の関係当局からの訴訟及び苦情及び過去３年間に渡って訴訟及び苦情はありません。 

 

 

11．環境上の緊急事態の想定及び訓練記録 
 

 
緊急事態の想定 

 
手順 

 
訓練 

 
訓練実施日 

事故（いつ、状況、
対応策の検証） 

避難訓練 
消火訓練 
緊急時連絡網訓練 

防災マニュアル ・構内連絡、避難、点呼 
・消火器操作、点呼 
・LINE での一斉配信 

2021 年 5 月 8 日 なし 

 

 

12．社内コミュニケーション 
会議体 内容 頻度 責任者 

全体会議 ・会社の方針説明、今後の計画及び実績の説明や 
 品質管理に関する啓蒙 
・認識教育 

年 1 回  
山田夏江 

昼礼 ・適切な業務遂行実施のため、必要な情報等の業務連 
の伝達 

・健康チェック及び勤怠管理 

全稼働日  
 山田夏江 

幹部会議 ・幹部内連絡事項の伝達 
・製造業務の全体的な計画 

毎週火曜日  山田寛幸 

職場会議 ・職場改善のための意見交換 
・出荷業務の全体的な計画 
・業務部門内の連絡事項伝達 

毎週火曜日   
 山田夏江 

 

 

13.環境に関する外部からの苦情の受付・処置、問題点の是正処置、予防処置 
問題点 是正処置及び予防処置 いつ 責任者 

外部からの苦情なし  2022 年 7 月 29 日現在 社長 

是正処置なし 会社周辺の草刈り・ゴミ拾い 2022 年 8 月現在まで 社長 
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14．代表者による全体の評価と見直し、指示 

 2022 年 8 月 1 日 責任者 山田夏江 

会議体 内容 

総合評価 
 

事務所及び一部工場の照明器具を LED へ交換したので、消費電力の削減につながるかと

思います。また、物流での工夫とし、納品回数の削減やエコドライブを心掛け、Co2 排出量削

減へ取組みを行いました。 

今後も照明器具や空調設備のこまめな消灯等、諸活動に取組んでいきます。 
 

方針に基づき活動
ができたか 

方針に基づき、全社員が省エネ活動やリサイクルへの取組みに参加し、活動できた。 

目標、計画の達成
度は期待通りか 

96％は達成できたので、残りの 4％を今後の課題とします。 

実施状況 
改善活動の状況 
 

全社員参加の勉強会や地域のゴミ拾い・草刈りなどを行い、社員の意識向上につなげていま
す。また、ペーパーレス化を目指し、手順書等はデータ化し、社内で共有しています。 

 
次年度への 

取組 
 

SDGs や環境マネジメントシステムの理解をより一層深め、目標達成を目指します。 
今後も環境方針や目標に基づき環境活動を行ってまいります。 

  指示事項 

改善項目 改善内容 何時まで 責任者 

防災訓練実施 
 
 

緊急時連絡テスト、避難訓練、救護訓練を行う。 2022 年 
9 月末 

山田夏江 

統合マネジメントシステム 
 

状況に応じて昼礼でのマネジメントシステムの読合せ
を再開し、全社員の理解を深める 
 

2022 年  
9 月末 

山田夏江 

 


